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４
月
は
統
一
自
治

体
選
挙
。
鹿
児
島
に

お
い
て
は
県
議
会
議

員
・
２
町
長
・
３
市

４
町
１
村
議
員
の
選

挙
が
執
行
さ
れ
る
。

▼
大
き
な
政
治
課
題
と
し
て
子
供
の
貧

困
率
が
あ
り
、過
去
最
悪
の
16
・
３
％

に
達
し
た
。
６
人
に
１
人
が
平
均
的
所

得
の
半
分
以
下
し
か
な
い
家
庭
で
育
っ

て
い
る
数
字
だ
。
給
食
費
や
学
用
品
さ

え
賄
え
な
い
家
庭
も
少
な
く
な
い
。
経

済
成
長
最
優
先
の
対
極
に
格
差
が
拡

大
し
、光
と
影
の
濃
淡
が
さ
ら
に
強
く

な
っ
て
い
る
。
国
民
の
生
活
基
盤
を
市

場
原
理
や
自
己
責
任
に
委
ね
る
の
で

は
な
く
、国
の
最
重
要
施
策
と
し
て
福

祉
・
教
育
・
医
療
の
制
度
確
立
が
な
ぜ

最
優
先
さ
れ
な
い
の
か
。
大
学
生
の
５

割
が
利
用
す
る
奨
学
金
制
度
も
今
や

消
費
者
金
融
並
み
の
ロ
ー
ン
と
化
し
て

い
る
。
国
際
人
権
規
約
で
定
め
ら
れ
て

い
る
「
高
校
・
大
学
の
学
費
無
償
化
条

項
」
の
批
准
を
拒
否
し
て
い
る
の
は
、

国
連
加
盟
国
の
中
で
日
本
と
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
の
２
カ
国
だ
け
で
あ
る
。
▼
政
治

家
へ
の
企
業
・
団
体
献
金
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
を
前
提
に
、１
９
９
５
年
政
府

に
よ
る
政
党
交
付
金
制
度
が
導
入
さ
れ

た
が
、現
在
も
事
実
上
併
存
し
て
い
る

摩
訶
不
思
議
。「
号
泣
県
議
」
で
表
面

化
し
た
自
治
体
議
員
の
政
務
活
動
費

の
必
要
性
と
透
明
性
は
？
▼
「
な
ぜ
・

ど
う
し
て
」
を
問
い
な
が
ら
、そ
の
よ

う
な
疑
問
に
耳
を
傾
け
る
人
材
に
投

票
し
て
み
た
い
。
▼
有
権
者
の
意
思
を

届
け
続
け
る
こ
と
、そ
の
積
み
重
ね
が
、

人
財
を
生
む
�

全労済鹿児島創立55周年記念
 「音楽の絵本コンサート」へのご来場
　　　　　　　ありがとうございました

　
全
労
済
鹿
児
島
は
、２
０
１
５
年
３
月

23
日（
月
）に
創
立
55
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、２
０
１

５
年
３
月
24
日
（
火
）
に｢

音
楽
の
絵
本

コ
ン
サ
ー
ト｣
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
約
１
，３
５
０
人
の
ご
来
場
者
の
皆
さ

ま
よ
り
、
好
評
と
感
謝
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
全
労
済
鹿
児
島
は
、
全
労
済

の
理
念
「
み
ん
な
で
た
す
け
あ
い
、豊
か
で

安
心
で
き
る
社
会
づ
く
り
」
の
実
現
に
む

け
て
、活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

これからも＂チーム全労済＂として、尽力して参ります

【音楽の絵本コンサート】

■日時：2015年３月24日（火）
　　　　　19時開演～20時30分終演
■場所：宝山ホール
　　　　　（鹿児島県文化センター）
■共催：一般社団法人 鹿児島県労福協
■協賛：連合鹿児島
　　　  九州労働金庫鹿児島県本部

【音楽の絵本とは】
■�クラシック音楽における絵本のような役割ができれば…と考えられ、誕生しました。
■�動物たちが活躍する本格的なクラシックコンサートで、2001年の誕生以降、全国各地で

公演しています。幻想的な見た目と一流の演奏で聞く人を魅了します。

ズーラシアンブラスによる演奏♪

弦うさぎによる演奏♪

コンサート来場者

当日のコンサートの様子
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　　九州労働金庫2015年度人事異動　「宜しくお願いします�」　　2015年４月１日付
氏　名 新所属名 旧所属名

【県本部関係】
鯵坂　　隆 鹿児島県本部業務推進課課長 鹿児島南支店支店長
黒木　康裕 鹿児島県本部業務推進課 業務集中センター鹿児島
東　　洋一 業務集中センター鹿児島 鹿児島支店
江副　春生 業務集中センター鹿児島 融資部融資集中課
福島　博志 業務集中センター鹿児島 鹿児島県本部業務推進課
辻村　サナ枝 鹿児島支店副支店長 鹿児島支店次長
大江　慎一 鹿児島支店次長 徳之島支店専任役
平野　　忍 鹿児島支店次長 鹿屋支店次長
吉嶺　宗高 鹿児島支店係長 加世田支店係長
淵脇　　誠 鹿児島支店 鹿児島県庁支店
原田　かおり 鹿児島支店 種子島支店
上枡　厚廣 鹿児島支店 新規採用
村岡　美佳 鹿児島支店 霧島支店
神村　美穂子 鹿児島支店 霧島支店
蘇　　鉄朗 大島支店専任役 種子島支店次長
北方　　隆 大島支店専任役 鹿児島県庁支店次長
桟敷　博樹 大島支店 鹿児島支店
與儀　真理子 鹿屋支店次長 大島支店係長
武本　充弘 鹿屋支店係長 出向（総務人事部付）
高繁　　亨 鹿屋支店 新規採用
山村　さおり 鹿屋支店 志布志支店
堂元　郁美 川内支店支店長 鹿児島県庁支店支店長
栫　優一郎 川内支店次長 川内支店係長
飯田　千明 川内支店専任役 川内支店次長
坂　顕一郎 川内支店係長 鹿屋支店係長
浅井　直人 加世田支店次長 鹿児島支店次長
前原　孝志 加世田支店専任役 鹿児島南支店専任役
阿久根　千穂 加世田支店係長 出水支店係長
福元　成人 出水支店専任役 志布志支店支店長
天羽　祐太 出水支店 新規採用
楠元　留美 出水支店 川内支店

氏　名 新所属名 旧所属名
斉之平　和伸 鹿児島南支店支店長 鹿児島支店副支店長
尾辻　みどり 鹿児島南支店専任役 加世田支店専任役
濵平　美和子 鹿児島南支店係長 鹿児島支店係長
新徳　　徹 鹿児島南支店 種子島支店
畠中　珠美 鹿児島南支店 志布志支店
上原　春香 鹿児島南支店 川内支店
坂之上　いずみ 霧島支店次長 種子島支店係長
鮫島　　剛 霧島支店係長 鹿児島支店係長
入部　久義 霧島支店 鹿児島南支店
露口　達郎 霧島支店 新規採用
今別府　知美 種子島支店次長 霧島支店次長
和泉　貴之 種子島支店係長 鹿児島南支店
江籠　和弘 種子島支店 鹿屋支店
堂下　雪乃 種子島支店 鹿児島南支店
吉満　　勝 志布志支店支店長 鹿児島南支店次長
江畑　友三佳 志布志支店係長 鹿児島南支店係長
九万田　雅子 志布志支店 川内支店
松永　　円 志布志支店 鹿屋支店
野間口　和隆 大口支店係長 霧島支店係長
西村　陽一 徳之島支店専任役 大口支店係長
山元　浩子 鹿児島県庁支店支店長 加世田支店次長
上脇　基寛 鹿児島県庁支店次長 霧島支店係長
泉　　春枝 鹿児島県庁支店 鹿児島支店
【統括本部関係】
岡村　保広 監査部調査役 川内支店支店長
安楽　康樹 業務部業務企画課推進役 鹿児島支店推進役
山中　美貴子 事務部集中事務課 出水支店
【県外店舗】
上山　沙織 博多支店 志布志支店
金染　朋花 飯塚支店 鹿児島支店
古賀　貴一朗 天神北出張所 鹿児島支店
【出向】
坂口　和俊 出向（総務人事部付） 志布志支店

　
第
12
回
と
な
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成｣

の

募
集
を
、４
月
20
日
（
月
）
よ
り
開
始
し

ま
す
。

　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」
の
対
象
と
な
る
団
体

は
、営
利
を
目
的
と
せ
ず
、九
州
ろ
う
き

ん
の
営
業
エ
リ
ア
内
に
主
た
る
事
務
所

を
設
け
る
団
体
で
あ
れ
ば
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

市
民
活
動
団
体
等
、
団
体
の
規
模
や
法

人
格
の
有
無
は
問
わ
ず
、様
々
な
団
体
か

ら
の
募
集
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
申
し
込
み
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
は
、鹿
児
島
県
本
部
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、九
州
ろ
う
き
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2015年度の
新入職員

上
枡　

厚
廣

（
鹿
児
島
支
店
）

高
繁　
　

亨

（
鹿
屋
支
店
）

天
羽　

祐
太

（
出
水
支
店
）

露
口　

達
郎

（
霧
島
支
店
）

第
12
回
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
」

募
集
開
始
い
た
し
ま
す
�
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志
布
志
ろ
う
き
ん
友
の
会
は
、

３
月
５
、
６
日
の
一
泊
二
日
で
27

名
参
加
の
下
、
毎
年
恒
例
の
友
の

会
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
日

ま
で
の
雨
で
天
候
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
２
日
間
と
も
春
の
訪
れ

を
感
じ
さ
せ
る
暖
か
い
陽
気
と
な

り
ま
し
た
。
初
日
は
、
長
崎
で
中

華
料
理
を
堪
能
し
、
平
和
公
園
や

長
崎
市
内
の
街
並
み
を
散
策
し
ま

し
た
。
宿
泊
は
、
雲
仙
小
浜
温
泉

で
温
泉
を
満
喫
し
、
そ
の
後
の
大

宴
会
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上

が
り
、
参
加
者
で
自
己
紹
介
を
し

て
、
中
に
は
55
年
ぶ
り
の
再
会
と

い
う
方
も
い
て
、
た
い
へ
ん
賑
や

か
で
楽
し
い
夜
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
小
浜
温
泉
を
街
あ
る

き
ガ
イ
ド
と
散
策
し
、
歴
史
や
情

緒
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
た
い

へ
ん
好
評
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、
構

成
員
間
で
交
流
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、晴
天

の
下
、宮
崎
市
内
の
生
目
の
杜
運
動

公
園
に
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
の
キ
ャ
ン
プ
見
学
、な
ら
び
に
綾

町
酒
泉
の
杜
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
キ
ャ
ン
プ
地
に
着
く
と
参
加
者

は
お
目
当
て
の
選
手
を
そ
れ
ぞ
れ

見
学
に
行
き
、
短
い
時
間
で
名
残

毎
年
恒
例
の
友
の
会
旅
行
を

開
催
！

志
布
志
ろ
う
き
ん
友
の
会

「
親
睦
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を

開
催
！

　
霧
島
支
店
推
進
委
員
会
／

青
年
・
女
性
委
員
会

　
２
月
７
日
霧
島
支
店
推
進
委
員

会
と
青
年
・
女
性
委
員
会
は
間
接

構
成
員
を
は
じ
め
と
し
て
そ
の
家

族
を
含
め
た
90
名
で
「
親
睦
日
帰

惜
し
そ
う
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

キ
ャ
ン
プ
見
学
を
楽
し
み
ま
し

た
。
そ
の
後
酒
泉
の
杜
で
た
く
さ

ん
の
土
産
を
購
入
さ
れ
る
と
と
も

に
試
飲
で
だ
い
ぶ
飲
ま
れ
た
方
も

い
た
よ
う
で
す
。

　
旅
行
終
了
後
に
参
加
者
か
ら

「
楽
し
か
っ
た
ぁ
ー
。
来
年
も
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
い
」
と
の
声
も

多
数
い
た
だ
き
無
事
イ
ベ
ン
ト
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
推
進
委
員
会
で
は
バ
ス
の
移
動

時
間
を
活
用
し
、
推
進
委
員
会
の

活
動
や
ろ
う
き
ん
の
サ
ー
ビ
ス
、

商
品
等
提
案
し
、
参
加
者
に
ろ
う

き
ん
利
用
の
促
進
と
ろ
う
き
ん
運

動
を
地
域
に
広
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
し
た
。
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全
労
済
鹿
児
島
は

創
立
55
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！

　
全
労
済
鹿
児
島
は
、２
０
１
５
年
３
月
23
日
（
月
）

に
創
立
55
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
１
９
６
０
年
の
創
立
時
、
火
災
共
済
と
生
命
共
済

か
ら
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
生
涯
に

わ
た
る
総
合
的
な
生
活
保
障
を
お
手
伝
い
す
る
た

め
、
生
命
保
障
・
損
害
保
障
・
老
後
保
障
・
賠
償
補

償
な
ど
各
種
共
済
商
品
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
、

ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
屋
、
ぐ
り
ん
ぼ
う
奄
美
の
３
つ
の
店

舗
に
て
、
協
力
団
体
３
０
４
団
体
、
組
合
員
１
５
２
，

８
４
４
（
２
０
１
４
年
５
月
末
現
在
）
か
ら
ご
利
用

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
全
労
済
は｢

保
障
の
生
協｣

と
し
て
、
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
展
開
し｢

全
労
済
・
共
済
生
活
協
同

組
合｣

の
浸
透
と
拡
大
を
は
か
り
、
生
活
者
の
皆
さ

ま
が
豊
か
で
安
心
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。

「
住
ま
い
る
共
済
新
発
売

全
労
済
　
春
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
終
了
し
ま
し
た

ご案内
　
２
０
１
５
年
３
月
の｢

新
生
活
応
援
　
全

労
済
　
春
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

は
、お
か
げ
さ

ま
で
、２
０
１
４
年
３
月
と
比
べ
て
、よ
り
多

く
の
来
店
、新
規
契
約
の
申
し
込
み
を
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、全
労
済
鹿
児
島
は
、組
合
員
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、「
よ
り
身
近
で
頼
り
に
な
る

生
活
協
同
組
合｣

と
な
る
よ
う
、尽
力
し
て
い

き
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
ご
来
店
・
ご
成

約
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

キャンペーン中に来店された新規契約者の状況と特徴をお知らせいたします。

【
新
規
申
込
者
の
状
況
】

申
込
み
の
最
も
多
い
共
済
は｢｢

マ
イ
カ
ー
共
済｣

！

ありがとうございました。

ご来店

 全労済鹿児島県本部　来店者　新規契約の申し込み内訳

29%

17% 17%
14%

12%

3% 3% 2%
1% 1% 1%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

マ
イ
カ
ー
共
済

こ
くみ

ん
共
済

自
賠
責
共
済

火
災
共
済

自
然
災
害
共
済

個
人
長
期
共
済

終
身
共
済

年
金
共
済

交
通
災
害
共
済

い
き
い
き
応
援

そ
の
他

2015年3月 2014年3月 対前年増加率

ぐりんぼう鹿児島 1,089 644 169.1%
ぐりんぼう鹿屋 226 126 179.4%
ぐりんぼう奄美 173 187 92.5%
県本部　合計 1,488 957 155.5%

注目

①�ぐりんぼう鹿児島では387件、ぐりんぼう鹿屋では49件、ぐりんぼう
奄美では67件の新規の申し込みを受付しました。

②�共済別の新規契約は、マイカー共済、こくみん共済、自賠責共済、火災
共済、自然災害共済の順番となりました。

マイカー共済は掛金面、商品面、事故時の対応等、高品質な商
品です。
自賠責共済と一緒に契約することで万一の事故時も安心です。

全労済鹿児島県本部
本部長　 立石　博文
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＜お見積もりの流れ＞

全
労
済
指
定
整
備
工
場

共
済
代
理
店
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

⑴�全労済指定整備工場の共済代理店は53工場（2015年４月現在）となっており、県下で広
くご利用いただけます。
　�お車の車検や購入などが多いこの時期（３月～４月）、共済代理店「自賠責共済キャンペー
ン」を実施しています。
　ぜひ、この機会に全労済の指定整備工場をご利用されてみてはいかがですか？ 
⑵�全労済指定整備工場では、組合員の愛車の各種点検整備や車検等、丁寧なサービスを提
供しています。
　�お車に関わることはお気軽にご相談ください。お見積もりは手軽なホームページをお勧
めします。

ご案内

ご
案
内

２
０
１
５
年
４
月

　

人
事
異
動
の
報
告

転
入

■
香
川　

勇
一

　
　

管
理
部　

業
務
管
理
課
２
係

　
　

係
長（前

任
：
西
日
本
事
業
本
部

　
　
　
　

事
業
推
進
部　

　
　
　
　

地
域
推
進
課
）

　｢

入
会
し
て
18
年
目
、
初
め

て
地
元
で
の
勤
務
と
な
り
ま

す
。

　
早
く
県
本
部
の
雰
囲
気
に
な

れ
、
組
合
員
の
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す｣

。

 

指定整備工場名 住所 電話番号 指定整備工場名 住所 電話番号

(有)米沢自動車 鹿児島市伊敷6-12-15 099-229-2727 (有)中村モータース 薩摩川内市西開聞町11-29 0996-22-2168

(有)岩﨑自動車工場 鹿児島市伊敷1-7-47 099-220-3524 新盛自動車 薩摩川内市都町7387-1 0996-23-9010

(株)並松自動車松原工場 鹿児島市松原町15-13 099-223-3286 ドウワキ自動車販売（有） 出水市下知識町1712 0996-67-1173

(有)ハマダ技研 鹿児島市広木2-17-11 099-264-4137 (有)田口商会 出水市昭和町13-6 0996-62-0173

(有)下島自動車 鹿児島市宇宿1-53-10 099-251-5121 (有)内山モータース 薩摩郡さつま町宮之城屋地1493-10 0996-53-0408

(有)錦江カークリニック 鹿児島市小原町18-20 099-269-5133 (有)上園自動車 霧島市国分中央5-8-13 0995-45-0484

(株)マスヤマ 鹿児島市上福元町6647-4 099-284-9633 (有)中間モータース 姶良郡加治木町朝日町156 0995-63-2229

(有)イトウ 西之表市西之表14408 0997-22-0222 (株)新園自動車 姶良郡湧水町北方2024 0995-74-3629

(有)藤村自動車 熊毛郡屋久島町宮之浦1261-51 0997-42-1075 (有)内村自動車 伊佐市大口小木原422 0995-22-2060

(株)タイガーオート 鹿児島市山田町685 099-275-2800 (有)芝自動車整備工場 霧島市隼人町内1323 0995-42-0143

(有)国料オートサービス 鹿児島市東坂元4-8-15 099-247-0145 (有)スエハル自動車 姶良市三拾町920-1 0995-65-4718

(有)福重モーターランド 鹿児島市川上町2660-1 099-243-6331 (有)深水鈑金塗装 肝属郡肝属町富山字上辻483-1 0994-65-1388

(株)共栄自動車サービス 鹿児島市谷山港2-4-25 099-261-8536 (株)オートギャラリー鹿児島 肝属郡東串良町岩弘2659 0994-63-5634

(有)西之表自動車整備工場 西之表市西之表14176 0997-22-1285 (有)はらいがわ自動車 鹿屋市上祓川町8244-2 0994-43-4892

(名)平和モータース 西之表市西之表14415-11 0997-22-1171 宮田自動車整備工揚 鹿屋市寿2-7-23 0994-44-9193

(有)牧瀬自動車 熊毛郡中種子町野間4193 0997-27-0344 (有)平川自動車 曽於市末吉町諏訪方7324-1 0986-76-1649

(有)中村自動車 熊毛郡南種子町中之上2756-1 0997-26-0314 (有)小野自動車工業 奄美市名瀬小宿172-1 0997-54-8311

(有)ケーエムオート 熊毛郡屋久島町楠川574-14 0997-42-1268 (有)BODYSHOP ヒサオ 奄美市名瀬鳩浜町50-2 0997-52-4755

(有)マイカーボデー有村 日置市吹上町今田275 099-296-3445 (株)フジタ自動車 奄美市笠利町和野1403 0997-63-1405

(有)高城鈑金塗装工場 南さつま市加世田唐仁原1932-2 0993-53-2218 (資)要モータース 大島郡瀬戸内町阿木名188－3 0997-72-0035

(有)川口モータース 指宿市十町1893-2 0993-23-4161 (有)園田モータース 大島郡喜界町赤連2400 0997-65-1551

(有)馬場自動車整備工場 南九州市頴娃町牧之内1887-1 0993-36-0254 株式会社モリ 大島郡徳之島町亀津128-3 0997-82-1335

(有)伊集院自動車整備工場 日置市伊集院町郡1582 099-273-2120 徳之島総合陸運(株) 大島郡徳之島町亀津5006 0997-82-1211

重田モータース 枕崎市立神本町510 0993-72-1662 (有)上門自動車商会 大島郡伊仙町検福444-6 0997-86-3677

永田モータース 南さつま市加世田唐仁原821-1 0993-52-7940 (株)ホンダプリモ大島 大島郡和泊町古里209 0997-92-3504

(有)昭和モーター いちき串木野市住吉町12 0996-32-2327 (有)阿三自動車 大島郡伊仙町阿三1452 0997-86-2283

(有)太陽自動車 いちき串木野市照島5092-5 0996-32-1521 ツタエ自動車 奄美市名瀬小浜町22-4 0997-52-3878

(有)深水モータース 大島郡喜界町中間1026 0997-65-0354

‒3
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臨床心理士　山藤奈穂子

　
Ｑ
　
自
分
を
変
え
た

い
、
成
長
し
た
い
と
思

う
の
で
す
が
、い
い
方
法

は
あ
り
ま
す
か
？

　
Ａ
　
必
要
な
の
は
、

勇
気
で
す
。
失
敗
へ
の

不
安
、
新
し
い
環
境
や

人
間
関
係
に
対
す
る
恐

れ
を
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
、
昨
日
ま
で
の
自
分

の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
変

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
ジ
ム
に

通
お
う
と
思
っ
た
と
き
、

「
め
ん
ど
う
だ
な
」「
一

人
だ
っ
た
ら
恥
ず
か
し

い
」
と
い
う
思
い
が
浮
か
び
ま
す
。

そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
を
乗
り

越
え
て
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
力
が
、人
生
に
幸
せ
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　
Ｑ
　
で
も
、
勇
気
は
な
か
な

か
も
て
ま
せ
ん
。

　
Ａ
　
周
り
の
人
の
力
を
活
用

す
る
と
い
う
の
も
、社
会
的
ス
キ

ル
の
一
つ
で
す
。
人
に
う
ま
く
頼

れ
な
い
人
、な
ん
で
も
自
分
で
や

ろ
う
と
す
る
人
は
、
資
源
を
無

駄
に
し
て
い
る
の
で
す
。
仲
間

を
つ
く
る
、誘
っ
て
も
ら
う
、声

を
か
け
て
う
な
が
し
て
も
ら
う
、

ほ
め
て
も
ら
う
…
。
周
り
の
人

の
力
を
う
ま
く
使
う
と
、
勇
気

や
実
行
力
、
向
上
心
が
何
倍
に

も
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
　
ど
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
？

　
Ａ
　
学
ぶ
の
が
楽
し
い
と
感

じ
ら
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、迷
わ

ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

「
楽
し
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
自

分
に
と
っ
て
正
し
い
こ
と
を
し
て

い
る
と
い
う
サ
イ
ン
で
す
。
脳

の
神
経
細
胞
を
守
る
物
質
を
増

や
し
、
う
つ
病
や
認
知
症
か
ら

守
っ
て
く
れ
ま
す
。
脳
を
若
く

保
ち
、人
生
に
生
き
が
い
と
喜
び

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
で

す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
好
き
だ
っ

た
こ
と
、得
意
だ
っ
た
こ
と
に
も

う
一
度
挑
戦
し
て
み
る
の
も
よ
い

で
す
ね
。

幸せになる思考力（５）

ニュース・
ワード

残業代ゼロ制度

支
払
い
な
ど
の
規
制
を
取
り
払
う
の

が
目
的
で
す
。

　

今
国
会
で
法
案
が
提
出
さ
れ
る
予

定
。
成
立
す
れ
ば
、
長
時
間
労
働
へ

の
歯
止
め
が
な
く
な
り
ま
す
。
対
象

範
囲
も
い
ず
れ
拡
大
さ
れ
る
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

第
１
次
安
倍
政
権
で
「
過

労
死
促
進
法
」
と
し
て
廃
案

に
な
っ
た
「
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ

ン
」
制
の
焼
き
直
し
で
す
。

　
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
」
と
の
名
称
で
、

年
収
が
１
０
７
５
万
円
以
上

の
高
度
な
職
業
能
力
（
為
替

デ
ィ
ー
ラ
ー
や
製
薬
の
研
究

開
発
職
な
ど
）
を
持
つ
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

働
く
時
間
で
は
な
く
「
成

果
」
で
評
価
す
る
制
度
だ
と

言
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
う
そ
。
法
案

に
は
成
果
で
評
価
す
る
仕
組
み
は
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
残
業
代
の

読
　
者

か
ら
の

声
　

189

　
６
５
１
号
１
面
の
「
労
働
金
庫
の

成
り
立
ち
」
の
項
を
読
み
、な
る
ほ

ど
と
思
い
ま
し
た
。
労
働
金
庫
と
他

の
銀
行
と
の
違
い
を
あ
ら
た
め
て
認

識
し
、
自
分
た
ち
の
ろ
う
き
ん
と
し

て
、
主
体
と
い
う
意
識
で
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
鹿
屋
市
・
女
性
）

　「
幸
せ
に
な
る
思
考
力
」
を
読
ん
で
、

小
さ
な
目
標
を
た
て
て
、
達
成
し
た
と

き
の
喜
び
を
積
み
重
ね
て
、
生
き
る
喜

び
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
鹿
屋
市
・
男
性
）

　
春
の
予
感
が
強
ま
る
３
月
を
迎
え
ま

し
た
。
街
中
の
住
宅
に
は
白
モ
ク
レ
ン

が
大
き
な
白
い
花
を
咲
か
せ
て
、イ
ワ

ツ
ツ
ジ
の
紫
が
目
に
鮮
や
か
で
す
。
自

宅
に
ツ
バ
メ
が
巣
を
こ
こ
10
年
く
ら
い

作
っ
て
い
ま
す
が
、街
に
も
ツ
バ
メ
が
飛

び
交
う
姿
を
確
認
し
ま
し
た
。
春
本
番

だ
。
い
よ
い
よ
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
が
届
く
の
が
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
一
番
先
に
ク
イ
ズ

を
見
ま
す
。
そ
し
て
「
読
者
か
ら
の

声
」。
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
他
の
ペ
ー
ジ

を
見
て
い
き
ま
す
。
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
　
　
　（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　
６
５
１
号
１
面
の
「
と
も
に
運
動

す
る
主
体
」
は
ま
っ
た
く
そ
の
と
お

り
だ
と
思
い
ま
す
。
目
先
の
得
に
振

り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
見
直
し
た
い

も
の
で
す
。（
薩
摩
川
内
市
・
男
性
）

　
こ
の
キ
ャ
ラ
の

名
前
は
何
で
す

か
？

（
鹿
屋
市
・
男
性
）

（
答
）＂
ぐ
り
ん
ぼ
う
＂
で
す
。
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鹿
児
島
地
域
労
福
協
事
務
局
長

石
田　
則
行

カ
ン
ボ
ジ
ア
寺
子
屋
訪
問
レ
ポ
ー
ト
②

現
で
き
る
よ
う
に
、こ
れ
か
ら
も
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感

じ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
視
察
で
し
た
。

し
く
な
い
の
か
と
疑
問
に
思
い
ま
し

た
が
、そ
れ
は
な
い
と
の
こ
と
。
し

か
し
、教
育
を
受
け
始
め
る
年
齢
が

遅
い
こ
と
や
、い
ま
だ
に
学
校
に
行

け
な
い
子
ど
も
が
少
な
か
ら
ず
い

る
の
が
現
実
で
す
。

　
そ
れ
ほ
ど
遠
く
は
な
い
過
去
に

不
幸
な
政
治
に
よ
り
知
識
人
が
迫

害
さ
れ
、教
育
そ
の
も
の
が
阻
害
さ

れ
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
今
急
速
に

発
展
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
国
の
将
来
を
担
っ
て
い
く
の

は
、母
国
語
の
ク
メ
ー
ル
語
が
大
好

き
だ
と
話
す
輝
く
瞳
を
も
っ
た
子

ど
も
た
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
平
等
に

教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、

将
来
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
貢
献
で
き
る

よ
う
継
続
し
た
支
援
が
必
要
で
す
。

か
ら
は
、桜
島
と
加
治
木
の
町
が
一

望
で
き
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
色
を

展
望
し
な
が
ら
の
昼
食
は
格
別
で

し
た
。
昼
か
ら
は
、椋
鳩
十
文
学
記

念
館
に
立
ち
寄
り
、児
童
文
学
者
・

椋
鳩
十
（
本
名
：
久
保
田
彦
穂
）

の
生
涯
や
作
品
を
観
賞
し
ま
し
た
。

　
い
つ
も
は
、何
気
な
く
通
り
過
ぎ

て
い
る
加
治
木
の
町
で
す
が
、一
歩

踏
み
込
む
と
歴
史
と
ロ
マ
ン
を
感
じ

と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
は
、加
治
木
ま
ん
じ
ゅ
う
を

お
み
や
げ
に
、帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

センソク寺子屋で質問に手を挙げる子ど
もたち（後方中央が石田さん）

奄
美
地
域
労
福
協
事
務
局
長

山
田　
た
ま
き

　
現
地
視
察
に
あ
た
っ
て
気
に

な
っ
て
い
た
こ
と
は
、「
教
育
投
資

の
早
期
介
入
の
重
要
性
」（
就
学
前

な
ど
の
早
期
に
行
っ
た
教
育
が
社

会
的
に
大
き
な
還
元
を
見
出
す
）

で
す
。

　
ス
ラ
ム
再
定
住
地
セ
ン
ソ
ク
の

寺
子
屋
教
室
で
は
、
４
歳
か
ら
14

歳
と
い
う
幅
広
い
年
齢
層
の
子
ど

も
た
ち
が
同
じ
ク
ラ
ス
で
、母
国
語

で
あ
る
ク
メ
ー
ル
語
や
算
数
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。
授
業
の
内
容
に
つ

い
て
い
け
な
い
子
が
い
て
指
導
が
難

センソク寺子屋でトランプで交流（左に山田
さん、右に石田さん、中央はガイドさん）

ス
「
薩
摩
川
内
市
を
巡
る
レ
ト
ロ
バ

ス
の
旅
」
を
利
用
し
ま
し
た
。
予

約
し
た
貸
切
バ
ス
で
、の
ん
び
り
と

３
時
間
の
旅
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
中
谷
会
長
か
ら
「『
ス
リ
ル
と
サ

ス
ペ
ン
ス
そ
し
て
愛
』
の
バ
ス
旅
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
�
」
と
挨
拶
が

あ
り
、参
加
者
全
員
の
大
爆
笑
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回
の
歴
史

探
訪
は
、身
近
な
所
に
歴
史
的
な
名

所
が
あ
る
こ
と
を
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案

内
で
知
る
こ
と
が
で
き
、途
中
で
一

駅
だ
け
お
れ
ん
じ
鉄
道
に
も
乗
り
、

全
体
的
に
ゆ
っ
く
り
、ゆ
る
っ
と
し

た
歴
史
探
訪
を
楽
し
め
ま
し
た
。

第
10
回
歴
史
探
訪
講
座

鹿
児
島
地
域
労
福
協

　
３
月
14
日
（
土
）
に
、
深
川
秀

夫
さ
ん
（
高
教
組
Ｏ
Ｂ
）
の
案
内

で
開
催
し
、
22
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
重
富
「
な
ぎ
さ
公
園
あ
い
ら
」

の
名
付
け
親
で
現
地
ガ
イ
ド
の「
有

馬
ご
夫
婦
」
も
加
わ
り
、
加
治
木

町
の
遺
跡
や
名
所
を
訪
問
し
ま
し

た
。
平
松
城
、建
昌
城
跡
、後
藤
塚
、

実
窓
寺
、龍
門
司
坂
、金
山
橋
な
ど

多
く
の
史
跡
が
あ
り
、勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

　
さ
え
ず
り
の
森
の
高
倉
展
望
台

龍門滝をバックに（参加者の皆さん）

レ
ト
ロ
バ
ス
で
ゆ
る
っ
と

歴
史
探
訪

北
薩
地
域
労
福
協

　
３
月
14
日
（
土
）、北
薩
地
域
労

福
協
歴
史
探
訪
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
南
国
交
通
の
定
期
観
光
バ

　
２
月
４
日
か
ら
２
月
８
日
に
か

け
て
初
め
て
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
視
察

に
参
加
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
首
都

プ
ノ
ン
ペ
ン
・
セ
ン
ソ
ク
の
寺
子
屋

で
は
、屋
根
だ
け
の
簡
易
な
と
こ
ろ

で
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
子
供
た
ち
の
目
は
輝
い
て
い

て
、教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
も
貧
困
の
格
差
は
大

き
く
、満
足
に
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
供
た
ち
も
ま
だ
ま

だ
多
く
い
る
と
の
こ
と
、教
科
書
や

文
房
具
類
を
贈
る
と
大
変
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
す
べ
て
の
子
供
た

ち
が
、
教
育
を
受
け
ら
れ
夢
を
実

▲定期観光バス

【昭和を感じながら歴史を巡る】
江之口橋、長崎堤防、川内港ターミナル、薩摩高城駅ー西方駅（おれんじ
鉄道）、人形岩、川内高城温泉（写真）、一條神社
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
５
年
５
月
８
日
必

着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00
　64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三
　
鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
３
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

97
通
で
、
97
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「そめいよしの」

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
抜
き
足
差
し
足
…
…

５
　�

平
安
～
鎌
倉
時
代
に
描
か
れ

た
絵
巻
「
鳥
獣
人
物
…
…
」

７
　�

河
に
住
ん
で
い
る
ブ
タ
？

８
　�

バ
ー
ゲ
ン
会
場
で
、ア
レ
か

コ
レ
か
と
品
定
め

10
　�

口
頭
で
の
取
り
決
め

11
　�

縫
っ
た
り
刺
し
ゅ
う
を
し

た
り

13
　�

の
れ
ん
を
押
し
ま
す

14
　�

嫌
で
す

16
　�

善
光
寺
（
長
野
市
）
に
不

信
心
な
人
を
導
い
た
と
い

う
動
物
は
？

18
　�

割
り
勘
の
こ
と
で
す

21
　�

パ
ラ
ダ
イ
ス
と
も
言
い
ま

す
。
…
…
の
園

22
　�

沖
縄
戦
で
は
避
難
場
所
や

野
戦
病
院
に
な
り
ま
し
た

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　�

財
産
の
こ
と
。
…
…
を
肥

や
す

２
　�

千
円
札
と
い
え
ば

３
　�

競
馬
で
も
う
け
た
…
…
銭

４
　�

ぜ
い
た
く
は
し
ま
せ
ん

５
　�

熱
帯
…
…
、
人
…
…
、
金

…
…

６
　�

福
沢
諭
吉
が
勧
め
た
の
は
？

９
　�
物
事
の
組
み
立
て
や
構
造
。

社
会
の
…
…
を
覚
え
る

12
　�

以
前
は
「
み
ど
り
の
日
」

で
し
た
が
、今
は
…
…
の
日

13
　�

歌
麿
、
写
楽
、
北
斎
、
広
重

が
有
名
で
す

15
　�

私
は
認
め
ま
せ
ん

17
　
国
立
、公
立
、…
…

19
　�

お
絵
か
き

20
　�

人
間
万
事
塞
翁
が
…
…

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
山
下
　
　
誠
　
　
橋
口
　
隆
子

　
田
口
　
晃
平
　
　
別
府
　
美
波

　
大
湯
　
祐
介
　
　
濱
田
　
　
綾

　
谷
　
　
孝
範
　
　
前
田
　
夢
香

　
加
藤
　
怜
奈
　
　
井
田
　
広
正

　
福
島
由
加
理
　
　
山
下
　
照
哉

　
古
川
　
瑞
恵
　
　
山
口
　
　
修

　
森
口
　
清
水
　
　
田
中
　
茂
美

　
竹
下
　
淳
子
　
　
藤
井
　
康
男

　
中
村
　
真
美
　
　
山
ノ
内
　
怜

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.roukin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

 
 

 

　全労済鹿児島は、2015年3月23日に創立55周年をむかえました。現在、55
周年事業計画活動の一環で、重点共済の取り組み展開中です。

別途保証料（年0.7％・
年1.0％・年1.2％の
いずれか）が必要と
なります

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。


